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	懐かしの母校へ 〜元ALTスティーブ先生ご家族来校〜
	特集
	全力で戦い抜いた3年生 〜柳井市中学校選手権大会〜



	特集
	より良いボランティア活動を目指して 〜生徒総会〜
	6月12日（金）、生徒総会が行われました。総会に向けて、各クラスでは事前に「ボランティアとは何か」「どうすればより多くの生徒が積極的に参加できるか」について意見を出し合い、アイデアを練ってきました。総会では、はじめに各委員会から今年度の活動計画が報告されました。その後、「現在のボランティア活動を見直し、新たな取組について考える」をテーマに、全校生徒で活発な意見交換が行われました。事前に各クラスで話し合ってきた内容をもとに、ボランティアを活性化させるための様々なアイデアが次々と出され、会場は熱気に包まれました。 自分たちの手で学校をより良くしようとする生徒たちの真剣な姿、そして仲間の意見に耳を傾ける温かな雰囲気が、会場全体に広がっていました。自分たちの学校や地域のよさを誇りに思い、自信をもって行動する「西中PRIDE」をさらに高めるための、大切な一歩となった生徒総会でした。

	特集
	地域とともに学校をつくる 〜学校運営協議会・生徒との熟議〜
	6月9日（火）、学校運営協議会において、生徒会執行部6名と委員10名による熟議が行われました。はじめに、生徒会執行部から今年度の生徒会活動の取り組みについて説明が行われました。続いて、学校でのボランティア活動を活性化させるために生徒たちが取り組もうとしていることを委員の皆さんに伝え、意見や助言をいただきました。委員の皆さんからは、地域と学校が一緒にできそうな取り組みについて具体的な提案をいただいたり、生徒たちの考えをさらに発展させるための温かい助言をいただいたりと、大変充実した意見交換となりました。地域の方々の視点から寄せられる言葉のひとつひとつが、生徒たちにとって大きな励みとなった様子でした。　学校と地域が手を取り合い、ともにより良い学校づくりを進めていこうとする「西中PRIDE」の精神が、この熟議の場にも力強く息づいていました。
	クローズアップ


	みんなで参加しよう！ 〜ボランティア活動の活性化に向けた生徒会の取り組み〜
	今年度、生徒会では「西中PRIDE」の醸成を目指し、校内外のボランティア活動に参加する生徒を増やすためにさまざまなアイデアを出し合いながら取り組んでいます。これまでのボランティア活動に加え、今年度から新たに各委員会ごとにボランティア活動を設定し、委員会活動と連動させることで、生徒一人ひとりが自分に合った形で、より参加しやすい環境の下、ボランティアに関わることができるようになっています。その他にも、10〜15分程度で気軽に参加できる「ちょこボラ（ちょこっとボランティア）」の実施や、参加するとシールがもらえ、シールが貯まるとそれを貼り付けるボランティアカードが上のランクへアップグレードされる仕組みなど、生徒たちの自由な発想の元、全校生徒の参加意欲をさらに高めるためのアイデアあふれる取組を行っています。「やってみよう」という気持ちを大切に、生徒全員がボランティアに親しめる学校を目指して、生徒会の挑戦は今後も続きます。
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